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特

集

｢
地
方
創
生
﹂﹁
地
域
活
性
化
﹂﹁
定
住
人
口
対
策
﹂﹁
地
域
お

こ
し
﹂
﹁
消
滅
可
能
性
都
市
﹂
﹁
地
域
雇
用
促
進
﹂
⋮
。

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ネ
ッ
ト
等
で
そ
う
い
っ
た
言
葉

を
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
基
山

町
は
﹁
い
ま
ど
う
な
っ
て
る
の
？
﹂
﹁
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
？
﹂
と
い
う
疑
問
や
不
安
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
に
も
係
わ
る
大
切
な
取
組
で
す
。
昨
年
か
ら
こ
れ

ま
で
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

私たちのまちは

②竹を資源とした地域おこし事業

森林保全を目的とした伐採竹の利

用実験・活用推進

①基山フューチャーセンター事業

ＪＲ基山駅前のアンテナショップ

を活用した「ひと・もの・しごと」

の発信

⑤オリジナル発酵食品群による

地域活性化事業

基山オリジナル微生物を利用した

発酵食品の開発により基山の名産

品を新たに作り出す

③六次産業化による耕作放棄地対策

エミュー飼育による耕作放棄地対

策と食肉等を用いた商品開発

④特別史跡「基肄城跡」を活かし

た地域活性化事業

基肄城築造1350年を契機として住

民参加型のイベントなどの開催・文

化継承

さが段階チャレンジ交付金
（平成27年度)

合計 2112万円

地方創生先行型
（平成27年度)

合計 3542万円

①基山町総合戦略策定事業

子育て支援や雇用創出による人口減対策、

2040年までの人口ビジョンの策定

②未利用スペース戦略的調査

町有地など活用されていない土地の有効

利用の検討

③基山ＰＡふるさと応援市場事業

地
方
創
生
っ
て

な
に
を
や
っ
て
い
る
の
？

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？
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①基肄城築造1350年記念プレミアム商品券発行事業

②ふるさと応援通販プロジェクト事業 ③基山町KAPPO事業

④基肄城築造1350年記念麺フェスタ事業

地
方
創
生
事
業
は
﹁
地
域
産
業
の

活
性
化
に
よ
る
雇
用
創
出
﹂
や
﹁
子

育
て
支
援
﹂
、
﹁
住
民
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
﹂
、
﹁
住
環
境
の
再
整
備
﹂

な
ど
を
通
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
で
｢
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
｣
を
確
保
し
、
定
住
人
口

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
的
な

税
収
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

健
全
な
町
の
財
務
体
質
の
基
本
と

し
て
、
税
収
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
社
会
保
障
の
基
盤
を
強
め
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
充
実
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
地
方
創
生
先
行
型
・
加
速

化
交
付
金
は
単
発
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
が
一
過
性
で
終
わ
る

こ
と
な
く
、
継
続
的
に
基
山
町
の
魅

力
や
独
自
性
を
高
め
つ
つ
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
交
付
金
も
私
た
ち
の
税
金

で
す
。

様
々
な
取
組
が
活
き
た
事
業
に
な

る
よ
う
に
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

地域消費喚起・生活支援型
（平成27年度)

合計 2511万円

④宅配・基山ネット

ワーク事業

⑤六次産業化推進プ

ロジェクト事業

⑥ＳＧＫ人材（戦略的シルバー）を活

用した地域活性化事業

加速化交付金
（平成28年度)

合計 4154万円

魅力ある空間形成プロジェクト事業

・創業支援のためのローカルシェアリングセンターの設置

・モール商店街の植栽撤去

・次世代型電動車いすを利活用した社会実験など

⑧定住の地域づくり事業

中心市街地活性化基本計画等の策定に関

する基礎的調査等

⑦地域ぐるみの子育て応援プロジェ

クト

子育て支援などに関する調査・子育てサ

ポートセンターの設置等
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国
の
経
済
動
向
は
︑
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続

い
て
い
る
が
︑
海
外
経
済
の
不
確
実
性
の
高

ま
り
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
︒

町
長
の
改
選
期
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
︑
当
初

予
算
は
骨
格
予
算
と
し
︑
行
政
運
営
の
基
本

的
な
経
費
や
継
続
事
業
を
中
心
と
し
て
編
成
を

行
っ
て
い
る
︒
今
後
︑
骨
格
予
算
へ
の
肉
付
け
の

た
め
の
補
正
予
算
に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

本
年
度
か
ら
︑
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
基

本
理
念
に
向
け
実
施
計
画
を
開
始
す
る
︒

﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
で
あ
げ

た
子
育
て
支
援
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
公
民
館

利
用
︑
図
書
館
の
活
用
な
ど
︑
各
区
と
の
意
見
交

換
を
す
る
際
に
テ
ー
マ
に
し
て
町
民
の
方
の
声
を

聞
く
予
定
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
定
住
促
進
︑
子
育
て
支
援
は
︑
国
の
予

算
配
分
な
ど
も
使
え
る
も
の
は
使
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
︒

平
成

年
度

施

政

運

営

方

針

28

平
成

年
度
基
山
町
施
政
運
営
方
針
に
つ
い
て
︑

28

松
田
町
長
が
発
言
し
た
内
容
を
抜
粋
し
ま
し
た
︒

施
政
運
営
方
針
に
対
す
る
主
な
質
疑

減
少
す
る
町
税

問

固
定
資
産
税
は
高
齢
者
に
関
係
な
く
入
る
税

だ
が
、
今
後
税
の
バ
ラ
ン
ス
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答

第
５
次
総
合
計
画
の
人
口
推
移
ベ
ー
ス
を
参

考
に
し
て
い
く
︒
今
後
の
影
響
は
︑
相
続
税

が
大
き
な
問
題
に
な
る
と
考
え
て
お
り
︑
支

払
い
の
た
め
に
手
放
す
の
で
は
と
心
配
し
て

い
る
︒

増
え
る
寄
附
金

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、
昨
年

度
よ
り
５
０
０
０
万
円
増
の
６
０
０
０
万
円

で
計
上
し
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い
を
妥
当

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

１
億
円
か
２
億
円
あ
れ
ば
︑
５
０
０
０
万
円

か
ら
１
億
円
く
ら
い
が
使
え
る
金
額
な
の

で
︑
継
続
的
な
経
費
に
使
う
の
で
は
な
く
︑

単
発
的
な
事
業
に
適
し
た
金
額
と
考
え
る
︒

進
む
少
子
高
齢
化

問

民
生
委
員
、
児
童
委
員
は
増
や
せ
な
い
か
。

答

地
元
の
要
望
も
あ
り
︑
平
成

年
度
に
一
人

28

増
の
申
請
は
し
て
い
る
︒

交
通
政
策
事
業

問

バ
ス
利
用
が
買
い
物
や
病
院
に
行
く
こ
と
に

集
中
し
て
い
る
が
、
観
光
な
ど
に
利
用
し
な

い
の
か
。
ま
た
利
用
者
増
の
た
め
の
考
え
は

あ
る
か
。

答

利
用
に
関
し
て
は
︑
公
共
交
通
の
一
環
で
あ

る
と
い
う
考
え
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
︒
利

用
者
増
に
向
け
て
は
︑
当
面
１
日

人
を
目

80

標
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
︒

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

問

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

基
山
町
で
は
︑
町
外
へ
仕
事
に
出
て
い
る
人

が
多
い
の
で
︑
電
子
証
明
書
を
付
け
た
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
れ
ば
︑
全
国
ど

こ
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
住
民
票
等
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

▲庁舎前に停車中のコミュニティバス
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中中中中中中中中学学学学学学学学校校校校校校校校大大大大大大大大規規規規規規規規模模模模模模模模改改改改改改改改修修修修修修修修ははははははははエエエエエエエエアアアアアアアアココココココココンンンンンンンンををををををををままままままままずずずずずずずず設設設設設設設設置置置置置置置置中学校大規模改修はエアコンをまず設置
平成28年度当初予算審査 予算特別委員会

施政運営方針・議案・各種資料に基づき、４日間にわたり審査を行った。

新町長の所感

問 今年度の当初予算は町長選挙があり、骨格予算

として編成しているとの事だが新町長の所感

は。

答 中学校大規模改修工事の補助率が悪いと感じた

ので、６月補正で補助金が出ないエアコンを先

に設置する方向で考えている。

コミュニティバスは

問 コミュニティバス運営の利便性、規模を維持し

ていくためには、国の補助も減っていくので、

利用者増を図るべきでは。

答 平成28年度の利用者数は１日80人としている。

利用料だけでは賄えないので、町としての支援

策を多方面から検討していく。

基山町の農業

問 集落営農組織の農地集積と法人化の進め方はど

の様にしていくのか。

答 ２段階での法人化など、基山町の実態にあった

農業の研究もしていく。

不妊治療費の実情

問 不妊治療助成費の昨年度実績、受給要件事項は。

答 平成27年度は17件助成している。

戸籍法に基づく婚姻届を出した夫婦が原則。夫

婦の所得合計額は730万円未満、町税を滞納し

ていないことも要件となる。

補助金の見直し

問 補助金全体の見直しはできないか。

答 現状は各担当課で査定し予算計上している。内

容等については庁内に検討委員会を設置して、

補助金全体を検討していく。

国民健康保険の見通し

問 国民健康保険特別会計の今後の見通しは。

答 現在の試算では、保険給付費の伸びが毎年５％

として、財政運営の県単位化を迎える平成29年

度末の基金と繰越額で総額１億3000万円程度残

るのではないか。

下水道事業

問 全体計画の見直しのプロセスは、基山町が主体

的に見直すのか、福岡県の見直しを待って計画

を進めていくのか。

答 全体計画の基礎数値を町でつくって福岡県と流

域構成市町で協議するが、最終的には福岡県の

汚水処理構想に含まれるので、福岡県が決定す

る。

要望 下水道管未設置地区の調査結果と企業排水の

取扱いなどを考慮した全体計画（案）を作成

し、議会に提出することを求めた。

▲大規模改修予定の基山中学校
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議
案
審
議

今
ま
で
の
図
書
館
の
利
活
用

を
ど
う
す
る
の
か

問

現
在
の
図
書
館
は
４
月
１
日

以
降
ど
の
よ
う
な
扱
い
に
な

る
の
か
。

答
歴
史
民
族
資
料
館
と
し
て
開

設
し
た
い
︒
そ
の
規
則
改
正

を
行
っ
て
い
る
︒

問

公
の
施
設
と
し
て
管
理
す
る

の
か
。

答
今
ま
で
の
よ
う
に
利
用
す
る

な
ら
公
の
施
設
に
な
る
が
︑

今
後
の
利
用
方
法
に
よ
る
︒

行
政
不
服
審
査
法
が
改
正

問

行
政
不
服
審
査
法
が
改
正
さ

れ
た
理
由
は
。

答
行
政
処
分
に
対
し
て
迅
速
か

つ
公
正
な
手
続
き
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
全
部
改
正
さ
れ
た
︒

問

改
正
に
伴
い
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答
審
査
請
求
が
あ
れ
ば
受
付
を

行
い
︑
庁
舎
内
の
審
理
員
︵
処

分
に
関
与
し
て
い
な
い
者
を
選
任
︶

で
審
理
を
す
る
︒
そ
の
審
理
員
は
現

在
選
任
中
で
あ
る
︒
ま
た
︑
第
三
者

機
関
に
諮
問
を
行
い
答
申
を
受
け
る

な
ど
公
正
な
手
続
き
を
行
っ
て
い

く
︒

要
望

今
回
の
改
正
は
、
国
民
の
権

利
救
済
を
図
る
と
と
も
に
行
政
の
適

正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
今
後
審
査
請
求
す
る
町
民
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
手
続
き
等
は
丁
寧
に
説
明
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

基
山
町
職
員
の
給
与
改
正

問

再
任
用
職
員
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
３
人
で
平
成

年
度
は

28

２
人
の
申
込
み
が
あ
り
︑
５

人
に
な
る
︒
勤
務
時
間
は
職
員
の
約

半
分
で
︑
職
員
定
数
で
は
０
・
５
人

で
カ
ウ
ン
ト
す
る
︒
常
勤
の
扱
い
に

す
れ
ば
新
規
職
員
採
用
に
影
響
が
で

る
︒問

新
図
書
館
の
開
館
時
間
が
延

長
と
な
る
が
、
職
員
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

答
早
出
・
遅
出
の
勤
務
形
態
で

対
応
し
た
い
︒

空
き
家
等
対
策
の
方
向
性
は

問

協
議
会
委
員
謝
礼

万
５
０
０

14

０
円
の
減
額
更
正
の
理
由
は
。

答
６
回
の
協
議
会
開
催
を
計
画

し
て
い
た
が
︑
委
員
の
選
定

に
時
間
を
要
し
２
回
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
︒

問

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

答
①
基
山
町
に
お
け
る
空
き
家

対
策
の
計
画
策
定
︑
②
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
確
立
︑
③
条
例
と

空
き
家
対
策
特
措
法
の
整
合
性
を
図

り
た
い
︒

要
望

空
き
家
対
策
の
重
要
性
を
考

え
早
急
に
対
策
を
す
る
よ
う
要
望
し

た
。

▲歴史民族資料館として活用（旧図書館）

所 管 事 務 調 査

所
管
事
務
調
査

新
基
山
町
立
図
書
館
に
つ

い
て新

図
書
館
へ
の
所
管
調
査
は
︑

書
類
搬
入
前
に
館
内
施
設
の
説
明

や
︑
図
書
館
協
議
会
で
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
日
程

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
︒
ま
た
内

覧
会
に
は
︑
約
４
０
０
人
の
町
民

の
来
場
が
あ
っ
た
︒

委
員
会
と
し
て
︑
基
山
小
学
校

か
ら
図
書
館
へ
の
通
路
に
つ
い

て
︑
児
童
の
安
全
を
考
え
た
横
断

歩
道
の
検
討
を
要
望
し
た
︒

▲町民待望のパークライブラリー（新図書館）

総務文教常任委員会
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議
案
審
議

ち
ぎ
り
の
里
指
定
管
理
者
の

指
定
の
期
間
を
変
更

問

な
ぜ
、
指
定
の
期
間
の
変
更

な
の
か
。

答
施
設
が
築

年
と
な
り
大
規

30

模
改
修
の
検
討
が
必
要
で
︑

協
議
す
る
た
め
に
２
年
間
延
長
す

る
︒問

施
設
を
将
来
的
に
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
今
後
の
農
業
振
興
策
と
一
体

的
に
考
え
︑
集
落
営
農
組
織

の
在
り
方
や
農
産
物
直
売
所
︑
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
の
検
討
と
併
せ
て
協
議

し
た
い
︒

け
や
き
台
駅
通
り
線
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
工
事

問

当
初
予
算
よ
り
削
減
と
な
っ

た
理
由
は
。

答
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
場
所

が
︑
当
初
計
画
位
置
よ
り
手

前
で
強
度
確
認
が
で
き
た
た
め
︑
通

路
も
短
く
な
る
な
ど
事
業
費
の
減
額

と
な
っ
た
︒

問

計
画
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か

ら
通
路
へ
の
出
入
口
が
、
階

段
終
了
地
点
と
隣
接
し
て
危
険
で
は

な
い
か
。

答
利
用
者
の
動
態
調
査
を
Ｊ
Ｒ

九
州
と
実
施
し
︑
矢
印
な
ど

の
誘
導
や
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
講
じ

る
︒

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
条
例

の
一
部
改
正

問

資
格
が
な
い
人
も
保
育
で
き

る
こ
と
に
、
安
全
性
の
危
惧

を
感
じ
る
が
。

答
当
分
の
間
の
特
例
的
緩
和
︒

朝
夕
の
児
童
が
少
数
の
時
間

帯
の
配
置
で
無
資
格
者
の
み
の
保
育

は
な
い
︒
ま
た
︑
保
育
士
と
同
等
の

知
識
及
び
経
験
が
あ
る
方
で
︑
研
修

も
受
講
し
て
も
ら
う
︒

問

町
で
対
象
と
な
る
事
業
所

は
。

答
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
の

こ
ろ
こ
ろ
保
育
園
が
該
当
す

る
が
︑
町
が
認
可
す
る
の
で
︑
指
導

監
査
を
行
っ
て
い
く
︒

｢

義
務
教
育
学
校
﹂
を
加
え

る
と
は

問

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
条
例
改
正
に
﹁
義
務
教
育

学
校
﹂
を
加
え
る
と
は
。

答
放
課
後
児
童
支
援
員
の
要
件

に
義
務
教
育
学
校
の
教
諭
と

な
る
資
格
を
有
す
る
者
を
加
え
る
た

め
︑
条
例
の
改
正
が
必
要
と
な
っ
た
︒

問

｢
義
務
教
育
学
校
﹂
と
は
何

か
。

答
小
中
一
貫
校
の
学
校
を
総
称

し
て
﹁
義
務
教
育
学
校
﹂
と

す
る
基
山
町
に
は
な
い
が
︑
他
市
町

に
は
設
置
さ
れ
て
い
る
︒

議 案 審 議 ・

所
管
事
務
調
査

大
雪
被
害
の
調
査

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
林
道

の
一
時
通
行
止
め
︑
葬
祭
公
園
の

電
柱
が
折
れ
︑
施
設
が
４
日
間
使

用
で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
被
害

も
︑初
動
対
応
が
早
急
に
さ
れ
た
︒

今
回
の
大
雪
に
よ
る
災
害
対
策
を

次
に
活
か
せ
る
よ
う
︑
町
全
体
で

検
証
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
︒

▲指定管理者施設である「ちぎりの里」

▲通行止めとなった林道 鎌浦線

基山町のこれからを考える‼

厚生産業常任委員会

基
山
保
育
園
調
査

築

年
経
過
す
る
園
舎
は
︑
老

40

朽
化
に
よ
る
点
検
・
改
修
の
必
要

箇
所
が
見
ら
れ
る
︒
園
児
の
安
全

を
第
一
と
し
た
早
急
な
対
策
を
求

め
た
︒
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基基基基基基基基山山山山山山山山にににににににに大大大大大大大大雪雪雪雪雪雪雪雪、、、、、、、、アアアアアアアアススススススススパパパパパパパパララララララララ栽栽栽栽栽栽栽栽培培培培培培培培農農農農農農農農家家家家家家家家のののののののの基山に大雪、アスパラ栽培農家の
倒倒倒倒倒倒倒倒壊壊壊壊壊壊壊壊ハハハハハハハハウウウウウウウウススススススススにににににににに再再再再再再再再建建建建建建建建のののののののの道道道道道道道道開開開開開開開開くくくくくくくく！！！！！！！！倒壊ハウスに再建の道開く！

補正で撤去・再建支援、ボランティア活動も大きな役割果たす

平成27年度 一般会計 補正予算 １億713万円増

予算総額65億9182万円

国民健康保険 特別会計 補正予算

3951万円を減額
予算総額 24億1109万円

基山町は１月24日から26日にかけて数十年ぶりの大雪に見舞われた。幹線道路は積雪や凍結し、交通

機関も大幅に乱れ、町内の保育園、幼稚園、小中学校とも休校となった。

この大雪により葬祭公園は一時使用不能となり周辺施設への利用をお願いした。また、農作物被害で

は基山の特産品でもあるアスパラ農家のビニールハウスが多数倒壊し使用不能となったが、国や県の動

きも早く、再生不能になったパイプ、ビニールの撤去・再建に追加補正を決定した。

下水道 事業会計 補正予算

収入を14万円減額
収入総額 5億5855万円

支出を14万円追加
支出総額 6億3976万円

後期高齢者 特別会計 補正予算

355万円を追加
2億1085万円

主な補正内容

・ふるさと応援寄附基金費 4000万円
ふるさと納税返礼品の充実により寄附金が大幅に

増加。基山の特産品「きやまブランド」を強化

・農業振興費（大雪被害） 2634万円
大雪による倒壊ビニールハウスの撤去と再建補助金

・地方公共団体情報セキュリティ

強化対策委託料 3427万円
マイナンバーカード導入に伴うセキュリティ強化

・大雪の災害復旧費 314万円
大雪に備えての融雪費及び町道を中心にした生活

道路の除雪作業

・基山小学校管理費 3262万円
地震・劣化による危険箇所除去のための屋内運動

場吊り天井撤去工事

・選挙管理委員会費 27万円
選挙年齢引き下げに伴うシステム改修業務委託料

・地方創生加速化交付金 4154万円
魅力ある空間形成プロジェクトで基山駅前及び

モール商店街の整備。「集う場・働く場・めぐる場」

を構築

▲大雪で倒壊したハウスの撤去
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賛否が分かれた議案

久
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児
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○賛成 ●反対 ※棄権

議案19

議案15

議案８

議案６

議案５

議案
番号

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正

平成28年度国民健康保険特別会計予算

議 案 名

議案20

手数料条例の一部改正

平成27年度一般会計補正予算（第６号）

平成28年度一般会計予算

平成28度後期高齢者医療特別会計予算議案21

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

議案23

町長、副町長及び教育長の諸給与条例の一部改正

全議案および賛否表

新しい副町長の選任を同意

酒
さか

井
い

英
ひで

良
よし

氏（59歳）

小倉1293番地 略歴 昭和57年４月 基山町役場 奉職

平成25年４月 同 総務課長

平成27年４月 同 総務企画課長

議案４

議案７

議案９

議案10

議案11

議案12

全会一致で可決・承認・同意した議案

専決処分の承認を求める（税条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例）

承認１
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定

議案１

議案16

議案17

議案18

議案22

同意1

議案24

証人等の実費弁償に関する条例の一部改正

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関
する条例及び基山町職員の給与に関する条例の
一部改正

下水道基金の設置、管理及び処分に関する条例等
の一部改正

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

保育料徴収に関する条例の一部改正

町立図書館設置条例の一部改正

農産物加工場指定管理者の指定の期間の変更

議案３

基山町と佐賀県との間の行政不服審査会の事務
の委託に関する協議

議案14

専決処分の承認を求める（平成27年度一般会計補
正予算（第５号））

平成27年度国民健康保険特別会計補正予算
(第４号）

平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算
(第３号）

平成27年度下水道事業会計補正予算（第３号）

平成28年度下水道事業会計予算

副町長の選任につき同意を求める

道路橋梁補修工事請負契約

承認３

平成27年度一般会計補正予算（第７号）議案25町道の路線の認定議案13

専決処分の承認を求める（国民健康保険条例の一
部を改正する条例の一部を改正する条例）

承認２
職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の
特殊勤務手当に関する条例の一部改正

議案２
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12人が町政を問う
一般質問一般質問一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 のべ87人）

ム
を
持
つ
と
い
っ
た
流
れ
を

作
り
だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
︒

問

基
山
駅
周
辺
部
に
若
者

家
族
が
入
居
す
る
よ
う
な
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
経
営
誘
致
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
︑
子
育
て
支
援
策

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
︒

若
者
専
用
住
宅
の
整
備
に
つ

い
て
は
︑
ハ
ー
ド
の
環
境
整

備
と
し
て
考
え
て
い
く
︒

問

住
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
今
後
の
展
開
は
。

答

調
査
結
果
を
ふ
ま
え
つ

つ
︑
基
山
駅
周
辺
の
利
活
用

を
検
討
す
る
中
で
︑
旧
役
場

跡
地
を
含
め
︑
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
早
急
に
検
討

し
て
い
く
︒

中
心
市
街
地
に
公
衆
ト
イ

レ
の
設
置
を

問

高
齢
化
す
る
社
会
の
中

で
、
市
街
地
に
公
衆
ト
イ
レ

問

定
住
人
口
増
対
策
に
つ

い
て
、
考
え
て
い
る
構
想
は
。

答

市
街
化
区
域
内
の
残
存

農
地
を
活
用
し
宅
地
開
発
︒

空
き
家
を
利
活
用
し
︑
宅
地

の
確
保
や
︑
改
築
の
奨
励
を

行
う
な
ど
︑
人
口
増
対
策
と

し
て
地
域
資
源
化
し
て
い
き

た
い
︒

問

中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
。

答

モ
ー
ル
商
店
街
の
利
活

用
を
検
討
︒
に
ぎ
わ
い
に
寄

与
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
︒

問

若
者
世
代
の
定
住
化
の

現
状
と
今
後
の
構
想
は
。

答

通
学
可
能
な
進
学
先
へ

の
誘
導
策
や
若
者
の
地
元
就

職
支
援
策
が
重
要
で
あ
る
︒

ま
た
︑
賃
貸
住
宅
の
充
実
を

図
り
︑
そ
こ
に
住
ん
だ
若
者

世
代
が
基
山
町
に
マ
イ
ホ
ー

問

定
住
人
口
増
対
策
は

答

残
存
農
地
・
空
き
家
の
利
活
用

桒
野

久
明
議
員

の
設
置
を
で
き
な
い
か
。

答

高
齢
者
に
限
ら
ず
利
用

し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と

は
大
切
︒
既
に
利
用
可
能
な

ま
ち
な
か
公
民
館
の
ト
イ
レ

の
利
用
案
内
を
強
化
す
る
︒▲大分市にはこんな公衆トイレが

豪
雪
の
対
応
は

問

生
活
主
要
道
路
の
早
期

復
旧
を
行
う
に
あ
た
り
、
問

題
点
は
な
か
っ
た
か
。

答

除
雪
機
械
の
確
保
に
時

間
を
要
し
た
こ
と
が
問
題

点
︒
今
回
を
教
訓
に
︑
除
雪

を
速
や
か
に
着
手
で
き
る
体

制
を
検
討
す
る
︒

問

新
た
に
見
直
す
べ
き
町

の
対
応
策
は
。

答

事
前
準
備
等
の
リ
ス
ト

化
︑
積
雪
に
対
す
る
注
意
喚

起
の
情
報
提
供
な
ど
︑
事
前

対
策
の
強
化
を
図
る
︒
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に
は
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
︒
町
の
イ

ベ
ン
ト
や
観
光
資
源
を
活
用

し
て
来
町
人
口
を
増
や
し
︑

効
果
的
な
町
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
行
い
︑
町
全
体
で
お
も

て
な
し
の
こ
こ
ろ
で
交
流
拠

点
に
し
た
い
︒

問

自
然
と
歴
史
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
は
。

答

町
に
は
︑
基
肄
城
な
ど

の
歴
史
文
化
︑少
年
野
球
︑柔

道
︑
バ
レ
ー
な
ど
多
彩

な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と

い
っ
た
地
域
資
源
が
多

く
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活

か
し
た
各
種
大
会
を
誘

致
し
︑
交
流
人
口
の
増

加
か
ら
︑
定
住
誘
導
︑

健
康
づ
く
り
︑
地
域
の

絆
づ
く
り
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
︒

問

農
業
や
観
光
の
新
た
な

道
を
切
り
開
く
と
は
。

答

観
光
散
策
コ
ー
ス
を
設

置
し
︑
観
光
資
源
等
と
連
携

し
た
農
産
物
や
食
品
加
工
の

情
報
提
供
︑
販
路
拡
大
︑
ま

た
観
光
農
園
や
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
の
取
組
を
検
討
す
る
︒

問

松
田
町
政
は
目
標
達
成

の
た
め
に
町
民
に
対
し
何
を

求
め
て
い
く
の
か
。

答

町
の
情
報
を
わ
か
り
や

す
く
届
け
て
い
く
︒
そ
し

て
︑
そ
の
情
報
に
関
心
を
示

し
︑
行
政
や
他
の
町
民
へ
情

報
を
発
信
し
て
も
ら
い
︑
コ

ラ
ボ
や
連
携
︑
新
し
い
取
組

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
︒

新
町
長
は
配
布
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
で
﹁
基
山
町
へ

の
七
つ
の
誓
い
﹂
を
町
民

に
示
さ
れ
た
。
今
後
の
４

年
間
の
松
田
町
長
の
重
点

施
策
を
問
う
。

問

子
ど
も
を
育
て
た
く
な

る
町
と
は
ど
ん
な
ま
ち
な
の

か
。

答

町
が
ハ
ー
ド
面
の
住
宅

施
策
に
そ
っ
て
︑
ソ
フ
ト
面

の
子
育
て
支
援
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
︑
町
内
の
子
育
て

環
境
が
整
備
さ
れ
︑
若
い
家

族
が
自
発
的
に
子
ど
も
を
育

て
た
く
な
る
よ
う
な
町
を
考

え
て
い
る
︒

問

町
を
通
過
点
か
ら
、
交

流
拠
点
に
し
て
人
口
増
に
ど

の
よ
う
に
繋
げ
る
の
か
。

答

町
内
に
住
ん
で
も
ら
う

問

松
田
町
政
の
取
り
組
む
重
点
政
策
は

答

人
口
増
に
繋
が
る
政
策
に
取
り
組
む

品
川

義
則
議
員

答

出
産
可
能
な
女
性
の
定

住
・
転
入
だ
と
考
え
る
︒

問

少
人
数
学
級
推
進
の
考

え
は
。

答

き
め
細
か
な
指
導
が
で

き
望
ま
し
い
と
考
え
る
︒
実

施
す
る
と
な
る
と
継
続
性
が

求
め
ら
れ
︑
財
政
の
問
題
が

あ
る
︒

問

学
校
給
食
費
補
助
の
考

え
は
。

答

重
要
な
施
策
と
認
識

し
︑検
討
課
題
と
し
て
い
る
︒

問

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
。

答

財
政
等
を
考

慮
し
︑
時
期
の
検

討
を
し
て
い
る
︒

問

医
療
費
無
料

化
を
、
高
校
卒
業

ま
で
に
延
長
で
き

な
い
か
。

答

周
辺
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
可
能
性
を

検
討
し
て
い
く
︒

賀
県
よ
り
も
低
く
、
１
・
25

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
向
上
の
数
値
目
標
は
。

答

佐
賀
県
の
数
値
か
ら
10

年
遅
れ
で
︑
２
０
３
０
年

１
・

︑
２
０
４
０
年
１
・

38
と
し
て
い
る
︒

77問

出
生
率
を
伸
ば
す
手
立

て
は
。

問

｢
子
ど
も
を
育
て
た
く

な
る
ま
ち
基
山
﹂
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

答

ハ
ー
ド
面
の
住
宅
政

策
︑
ソ
フ
ト
面
の
子
育
て
支

援
策
を
展
開
す
る
︒
現
在
20

数
項
目
の
洗
い
出
し
を
し
て

い
る
︒
財
政
を
伴
う
の
で
︑

優
先
順
位
を
決
め
て
進
め
る
︒

問

子
育
て
世
代
の
入
居
を

促
す
施
策
は
。

答

｢定
住
奨
励
金
｣
｢家
賃

補
助
｣
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
︒

問

｢
子

育

て

支

援

セ

ン

タ
ー
﹂
の
設
置
は
あ
る
か
。

答

現
在
︑
設
置
の
た
め
の

基
礎
調
査
を
し
て
い
る
︒

問

基
山
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
全
国
の
み
な
ら
ず
佐

問

子
育
て
・
教
育
施
策
の
推
進
を

答

施
策

数
項
目
︑
優
先
順
位
で

20

大
山

勝
代
議
員

▲２月23日基山町新住民誕生

▲町民に示した「基山町への七つの誓い」
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き
た
い
︒
今
年
度
の
取
組
と

し
て
︑
史
跡
等
の
調
査
や
文

化
遺
産
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
︑
漫
画
形
式
の
刊
行
物
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
︒

問

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
を
、
ま
ち
づ
く
り
に

ど
う
つ
な
げ
る
の
か
。

答

町
内
に
住
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
︑
ま
ず
町
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
︒
そ
の
た

め
︑
町
内
で
開
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
や

観
光
資
源
を
活
用
し
︑
本
町

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
︒
効
果
的
な
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
︑
交
流
拠
点
と
な
る

こ
と
で
人
口
増
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
︒

問

近
隣
の
市
町
と
の
連
携

や
、
町
独
自
の
路
線
な
ど
、

進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

事
業
を
示
せ
。

答

多
く
の
事
業
が
町
独
自

路
線
の
成
功
の
あ
と
︑
連
携

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
︒
例
え
ば
︑
認
知

症
の
徘
徊
高
齢
者
の
通
知
シ

ス
テ
ム
な
ど
は
︑
基
山
で
の

定
着
の
あ
と
︑
広
域
的
な
取

組
が
必
要
に
な
る
︒

充
実
に
関
し
て
の
全
体
的
な

検
証
は
。

答

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
等

の
交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て

は
︑
地
域
か
ら
の
情
報
提
供

も
あ
り
︑
安
全
な
道
路
交
通

確
保
に
努
め
て
い
る
︒

新
町
長
に
こ
れ
か
ら
の
町

政
を
問
う

問

通
勤
等
の
便
利
さ
か
ら

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口

が
増
加
し
た
が
、
活
気
あ
る

町
づ
く
り
に
こ
の
立
地
を
ど

う
活
か
す
の
か
。

答

私
の
基
本
的
な
考
え
で

あ
る
﹁
お
か
え
り
の
町
︑
基

山
﹂
を
目
指
し
た
各
種
施
策

を
行
っ
て
い
く
︒

問

豊
か
な
自
然
や
基
肄
城

跡
を
含
む
史
跡
な
ど
を
ど
う

活
か
す
の
か
。

答

史
跡
の
学
術
的
な
保
存

だ
け
で
な
く
︑
観
光
部
局
や

ま
ち
づ
く
り
部
局
と
連
携
し

活
用
の
施
策
を
策
定
し
て
い

問

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
町
道

に
設
置
す
る
際
の
基
準
な
ど

は
あ
る
か
。

答

設
置
指
針
と
な
る
道
路

反
射
鏡
設
置
指
針
が
あ
る
︒

町
基
準
で
は
な
い
が
︑
設

置
・
規
格
等
が
定
め
ら
れ
て

い
る
︒

問

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を

町
民
提
案
制
度
で
受
付
け
て

い
る
が
、
制
度
の
整
備
及
び

問

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
目
安
は

答

道
路
の
視
界
条
件
を
考
慮

牧
薗

綾
子
議
員

て
︑
事
業
を
進
め
た
い
︒

問

各
区
の
公
民
館
を
活
用

し
た
取
組
で
集
落
支
援
員
制

度
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答

各
区
か
ら
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
集
落
支
援
員
の

配
置
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
に

値
す
る
︒

問

基
山
町
の
名
物
と
な
っ

た
エ
ミ
ュ
ー
の
飼
育
状
況
は
。

答

現
在
会
社
や
個
人
で
佐

賀
県
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
交
付
金

等
を
活
用
し
て

羽
飼
育
さ

29

れ
て
い
る
︒

問

ヒ
ナ
が
一
羽
４
万
円
以

上
と
聞
く
。
採
算
ベ
ー
ス
に

乗
せ
る
た
め
に
は
何
羽
の
飼

育
が
必
要
か
。

答

一
概
に
は
言
え
な
い

が
︑
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
に
は
１
０
０
羽
か
ら
３
０

０
羽
だ
と
思
う
︒

問

基
山
町
と
い
え
ば
エ

問

地
方
創
生
事
業
で
平
成

年
度
予
算
を
必
要
と
す
る

28事
業
は
。

答

二
つ
の
事
業
を
考
え
て

い
る
︒
一
つ
は
︑
基
山
パ
ー

キ
ン
グ
内
の
ふ
る
さ
と
名
物

市
場
の
情
報
発
信
と
し
て
の

拡
充
︒
も
う
一
つ
は
︑
け
や

き
台
駅
前
で
多
く
の
高
齢
者

が
活
動
す
る
Ｓ
Ｇ
Ｋ
事
業
を

考
え
て
い
る
︒

問

基
山
ふ
る
さ
と
名
物
市

場
の
経
営
状
況
は
。

答

業
者
の

品
目
を
販

12

50

売
し
て
い
る
︒
経
営
的
に
は

厳
し
い
状
況
だ
が
︑
自
立
を

目
指
し
て
い
る
︒

問

Ｓ
Ｇ
Ｋ
事
業
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答

集
落
支
援
員
を
配
置
し

問

エ
ミ
ュ
ー
基
金
を
創
設
し
て
は

答

あ
り
が
た
い
提
案
だ
︒
検
討
し
た
い

重
松

一
徳
議
員

ミ
ュ
ー
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い

に
有
名
な
っ
た
。
今
後
は
６

次
化
産
業
と
し
て
軌
道
に
乗

る
よ
う
に
工
夫
し
て
も
ら
い

た
い
。
個
人
で
ヒ
ナ
を
購
入

す
る
の
に
は
限
度
が
あ
る
。

エ
ミ
ュ
ー
基
金
を
創
設
し
て

基
金
で
ヒ
ナ
を
購
入
し
、
産

業
振
興
協
議
会
の
会
員
に
飼

育
し
て
も
ら
い
、
利
益
で
基

金
に
ヒ
ナ
代
を
返
却
す
る
方

法
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

大
変
あ
り
が
た
い
提
案

だ
︒
直
接
的
な
ヒ
ナ
の
買
い

増
し
は
し
て
い
な
い
の
で
︑

是
非
検
討
し
て
み
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

企
業
の
排
水
に
つ
い
て

松
田
町
長
の
決
意
に
つ
い
て

▲こんな所にも設置されたカーブミラー

▲基山の名物「エミュー｣
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年
４
月
よ
り
適
用
す
る
︒
保

育
料
も
合
わ
せ
て
適
用
の
検

討
を
行
う
︒

問

就
学
援
助
世
帯
の
学
童

保
育
利
用
料
の
軽
減
を
。

答

利
用
料
軽
減
に
つ
い
て

検
討
す
る
︒

就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い

て問

入
学
援
助
金
の
１
学
期

末
支
給
の
繰
上
げ
を
。

答

他
市
町
村
で
は
︑
４
月

支
給
に
向
け
て
の
準
備
を
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
検
討
を
し
て
い
る
︒

問

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒

会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
支
給

を
。

答

他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
参
酌
し
︑
実
施
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
る
︒

問

就
学
援
助
の
対
象
と
な

る
世
帯
の
﹁
収
入
の
目
安
﹂

問

母
子
家
庭
の
平
均
年
間

収
入
は
１
８
１
万
円
、
子
ど

も
６
人
に
１
人
が
貧
困
、
深

刻
な
問
題
だ
が
対
策
は
あ
る

か
。

答

実
情
を
把
握
し
︑
他
自

治
体
の
事
例
を
研
究
し
て
い

き
た
い
︒

ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的

負
担
軽
減
に
つ
い
て

問

ひ
と
り
親
家
庭
の
場

合
、
結
婚
の
有
無
で
保
育
料

や
町
営
住
宅
使
用
料
に
差
が

出
て
い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭

で
寡
婦
︵
夫
︶
控
除
が
あ
る

場
合
、
保
育
料
は
無
料
だ
が
、

非
婚
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は

月
額
１
万
４
８
０
０
円
で
あ

る
。
寡
婦
控
除
の
﹁
み
な
し

適
用
﹂
で
軽
減
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答

住
宅
使
用
料
は
平
成
29

問

民
間
と
の
連
携
は
。

答

郵
便
局
・
九
電
と
は
協

定
を
結
ん
で
い
る
︒
新
聞
・

牛
乳
店
・
宅
配
業
者
等
と
も

協
定
の
方
向
で
検
討
す
る
︒

問

今
後
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

答

積
極
的
に
社
会
参
加
を

促
し
︑
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
︒

年
度
の
認
知
症
対
策

28問

７
区
で
の
声
か
け
訓
練

の
検
証
の
概
要
は
。

答

認
知
症
と
徘
徊
者
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
の
理
解

は
し
て
頂
け
た
と
考
え
る
︒

問

今
後
に
つ
い
て
は
。

答

他
の
地
域
へ
訓
練
の
輪

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
︒
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
・
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
も
実
施
し
︑

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
く
︒

問

町
の
高
齢
化
の
現
状
は
。

答

高
齢
化
率

・
７
％
︑

26

高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
は
１

５
２
２
世
帯
︑
一
人
暮
し
の

高
齢
者
世
帯
は
４
６
３
世
帯

︵
施
設
入
居
者
等
除
く
︶
で

あ
る
︒

問

高
齢
化
の
現
状
に
対
す

る
町
の
所
感
は
。

答

一
人
暮
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
見
守
り
体
制
の

充
実
等
が
重
要
な
課
題
だ
と

考
え
る
︒

問

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者

に
対
し
行
っ
て
い
る
対
策
は
。

答

食
の
自
立
支
援
・
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
事
業
等
︒
社
会

福
祉
協
議
会
で
も
民
生
委
員

協
力
の
も
と
︑
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
︒

問

近
隣
市
町
と
の
﹁
対
策

協
議
会
﹂
の
呼
び
か
け
は
。

答

筑
紫
野
市
と
訓
練
等
を

通
じ
て
連
携
を
深
め
て
お

り
︑
強
化
さ
れ
た
段
階
で
︑

次
の
ス
テ
ッ
プ
の
協
議
会
を

目
指
し
た
い
︒

民
俗
芸
能
の
こ
れ
か
ら
を

ど
う
考
え
る
か

問

保
存
・
継
承
す
る
う
え

で
の
課
題
・
問
題
点
は
。

答

若
年
層
の
減
少
や
少
子

化
に
よ
り
︑
奉
納
す
る
人
員

の
確
保
が
課
題
で
あ
る
︒

問

子
ど
も
だ
け
で
も
、
広

い
地
域
か
ら
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
は
あ
る

が
︑
民
俗
芸
能
保
存
会
の
な

か
で
話
し
合
い
た
い
︒

問

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
の
今
後
は

答

積
極
的
に
社
会
参
加
を
促
す

河
野

保
久
議
員

松
石

信
男
議
員

問

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

答

貧
困
の
実
情
を
把
握
す
る

の
提
示
を
。

答

提
示
す
る
こ
と
で
進
め

た
い
︒

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無

料
化
を

問

町
長
は
﹁
松
田
一
也
の

７
つ
の
誓
い
﹂
と
し
て
、﹁
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
大

の
検
討
﹂
を
掲
げ
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
小
学
生
か
ら
の

医
療
費
の
現
物
支
給
︵
窓
口

無
料
︶
に
つ
い
て
の
要
望
が

強
い
が
ど
う
か
。

答

基
山
町
と
し
て
以
前
か

ら
佐
賀
県
に
求
め
て
い
る
︒

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
の
撤
回

を
求
め
る

問

農
業
関
係
者
か
ら
﹁
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
繋
が

る
﹂
と
の
不
安
の
声
が
あ
る
。

基
山
町
の
農
産
物
へ
の
影
響

︵
額
︶
は
ど
う
か
。

答

影
響
は
出
て
く
る
︒
額

は
算
出
で
き
な
い
︒

▲元気に活動する園児達

▲多くの子どもの参加を
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も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
︒

問

他
自
治
体
で
も
子
育
て

世
代
に
対
し
補
助
や
助
成
な

ど
、
定
住
促
進
に
向
け
て
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
空
き
家
対
策
に
お
け
る

税
制
優
遇
措
置
も
始
ま
る
。

具
体
的
な
情
報
発
信
が
急
務

で
は
な
い
か
。

答

情
報
発
信
は
早
急
に

行
っ
て
い
く
︒
ま
た
︑
支
援

す
る
材
料
は
あ
る
程
度
用
意

で
き
る
と
思
う
が
︑
住
宅
供

給
面
が
弱
い
の
で
並
行
し
て

行
っ
て
い
き
た
い
︒
空
き
家

除
去
後
の
更
地
を
確
保
し
て

宅
地
促
進
に
繋
げ
て
い
く
︒

問

園
部
団
地
の
建
替
え
は

検
討
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

立
地
の
良
い
割
田
団
地
の
移

転
も
併
せ
て
検
討
は
可
能

か
。

答

園
部
団
地
は
入
居
者
に

一
定
の
説
明
を
行
い
な
が
ら

進
め
る
必
要
が
あ
る
︒
割
田

団
地
に
つ
い
て
は
︑
現
段
階

問

人
口
増
加
の
対
策
は
。

答

基
山
町
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
︑
町
内
で

開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
︑
文

化
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源

を
利
用
し
︑
多
く
の
方
に
本

町
を
訪
れ
て
も
ら
う
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
た

い
︒
ま
た
︑
子
育
て
世
代
に

は
新
築
住
宅
を
取
得
し
た
場

合
の
｢定
住
奨
励
金
｣や
︑
賃

貸
住
宅
を
選
択
す
る
場
合
の

｢家
賃
補
助
｣な
ど
が
検
討
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
︒

問

新
婚
夫
婦
の
新
居
の
予

定
地
を
決
定
す
る
動
機
は
、

通
勤
の
良
さ
や
環
境
・
暮
ら

し
や
す
さ
が
非
常
に
高
い
。

利
便
性
の
高
い
基
山
町
と
し

て
対
策
が
必
要
で
は
。

答

結
婚
予
定
者
に
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
し
︑
結
婚
支
援
策

で
は
判
断
で
き
る
時
期
で
は

な
い
︒
同
じ
よ
う
に
価
値
の

あ
る
別
の
土
地
を
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
︒

国
際
交
流

問

国
際
交
流
に
関
し
て
の

取
組
は
考
え
て
い
る
か
。

答

昨
年
実
施
し
た
麺
フ
ェ

ス
タ
で
は
東
明
館
学
園
に
出

店
し
て
も
ら
っ
た
際
に
︑
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の

留
学
生
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
た
︒
今
後
も
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
利
用
し
て
外
国
の

方
々
と
交
流
の
機
会
を
増
や

し
て
い
き
た
い
︒
ま
た
︑
大

興
善
寺
等
︑
海
外
か
ら
の
渡

航
者
へ
の
お
も
て
な
し
︑
基

山
町
の
小
学
校
と
近
隣
の
外

国
人
学
校
と
の
交
流
事
業
︑

民
間
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

も
活
性
化
の
支
援
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
︒

松
石

健
児
議
員

域
の
農
地
が
多
い
こ
と
か
ら

生
産
基
盤
の
脆
弱
性
︑
施
設

や
機
械
の
更
新
に
関
わ
る
資

本
整
備
の
問
題
が
あ
る
︒

問

観
光
と
リ
ン
ク
し
た
農

業
と
は
何
か
。

答

基
山
を
訪
れ
る
多
数
の

観
光
客
に
基
山
の
農
産
物
や

加
工
品
を
十
分
に
紹
介
で
き

て
い
る
と
は
言
い
難
い
︒
町

内
に
散
策
コ
ー
ス
を
設
置
し

テ
ー
マ
性
と
連
携
し
た
農
産

物
や
食
品
加
工
品
の
情
報
提

供
や
販
路
拡
大
の
取
組
を
検

討
し
て
い
く
︒
観
光
農
園
︑

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
も
検
討

し
て
い
く
︒

営
に
支
障
を
き
た
す
状
況
に

は
な
い
が
︑
町
民
の
声
を
聞

い
て
検
討
し
て
い
く
︒
児
童

数
は
基
山
小
５
９
５
人
︑
若

基
小
２
７
９
人
︒

ど
う
す
る
、
産
業
活
性
化

問

町
は
商
工
業
の
活
性
化

に
、
ど
う
関
与
し
て
い
く
か
。

答

商
店
街
に
来
て
も
ら
う

仕
掛
け
・
需
要
の
取
込
み
が

必
要
︒
交
流
人
口

の
増
加
で
商
店
街

の
振
興
を
図
る
︒

工
業
は
企
業
誘
致

を
図
る
た
め
︑
土

地
の
確
保
や
誘
致

企
業
へ
の
奨
励
制

度
の
業
種
の
見
直

し
を
検
討
す
る
︒

問

町
の
農
業
問

題
は
何
か
。

答

後
継
者
の
減

少
に
よ
る
担
い
手

不
足
︑
中
山
間
地

問

町
長
の
目
標
と
す
る
将

来
の
人
口
は
。

答

総
合
計
画
で
示
し
て
い

る
平
成

年
度
の
１
万
８
０

37

０
０
人
を
目
指
す
︒

問

人
口
増
対
策
で
何
を
優

先
す
る
の
か
。

答

｢基
山
町
に
住
ん
で
子

育
て
を
し
た
い
﹂
と
思
っ
て

も
ら
う
た
め
︑
子
育
て
支
援

策
を
推
進
す
る
︒
町
内
外
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

出
席
し
︑
基
山
町
の
各
種
施

策
を
町
外
の
方
々
へ
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
︒

問

基
山
、
若
基
小
学
校
の

児
童
数
格
差
の
是
正
策
を
検

討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
各

小
学
校
の
児
童
数
は
。

答

児
童
数
の
差
は
十
分
認

識
し
て
い
る
︒
若
基
小
の
運

問

人
口
増
対
策
は
何
か
ら
取
り
組
む
の
か

答

宅
地
開
発
と
空
き
家
の
利
活
用

末
次

明
議
員

問

人
口
増
加
の
対
策
は

答
｢定
住
奨
励
金
﹂
や
﹁
家
賃
補
助
﹂
な
ど
を
検
討

▲建替え検討中の園部団地

▲基山の歴史を引き継ぐ子ども達
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問

月
に
実
施
さ
れ
た
テ

12

ス
ト
の
結
果
は
。

答

全
学
年
﹁
お
お
む
ね
達

成
基
準
﹂
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
︒
県
全
体
の
中
で
は
︑
小

学
４
年
︑
中
学
１
年
が
県
平

均
を
下
回
り
︑
小
５
・
６
年
︑

中
学
２
年
は
上
回
っ
て
い
る
︒

問

テ
ス
ト
結
果
を
今
後
ど

う
活
用
す
る
の
か
。

答

結
果
か
ら
見
え
た
課
題

を
重
点
的
に
授
業
に
取
り
入

れ
︑
指
導
し
て
い
る
︒

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
は

問

上
峰
町
の
昨
年
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
全
国
９
位
、
寄

附
額

億
４
５
７
２
万
円
を

19

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

答

返
礼
品

品
目
中
︑

63

49

品
目
が
肉
関
係
の
品
で
上
峰

町
が
伸
び
た
要
因
だ
と
思

う
︒
町
も
７
月
に
向
け
て
品

目
の
拡
充
や
見
直
し
を
す
る
︒

問

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
は
。

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
日
頃

の
安
全
点
検
は
。

答

｢作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

﹁
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

が
あ
り
︑
給
食
セ
ン
タ
ー
長

が
毎
日
チ
ェ
ッ
ク
し
て
安
全

確
認
を
し
て
い
る
︒

問

緊
急
対
応
時
の
連
携
は
。

答

救
急
体
制
︑
緊
急
連
絡

体
制
を
整
え
︑
的
確
か
つ
迅

速
に
対
応
し
て
い
る
︒

問

町
外
で
発
生
し
た
給
食

異
物
混
入
事
故
を
、
ど
う
思

う
か
。

答

重
大
な
問
題
で
あ
り
︑

指
定
管
理
者
に
よ
る
給
食
事

故
が
多
く
︑
指
定
管
理
者
制

度
の
検
討
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
機
会
と
な
っ
た
︒

県
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

答

今
後
︑
考
え
て
い
く
︒

ま
た
︑
ふ
る
さ
と
応
援
通
販

部
会
や
︑
き
や
ま
宅
配
事
業

部
会
で
返
礼
品
の
通
販
を
行

い
︑
事
業
者
の
販
路
拡
大
に

繋
げ
て
い
く
︒

橋
梁
補
修
工
事
の
目
的
は

問

県
道
に
架
か
る
亀
の
甲

橋
・
上
原
橋
・
小
浦
橋
の
補

修
工
事
の
目
的
は
。

答

建
設
か
ら

年
経
過
し

45

た
橋
も
あ
り
︑
安
全
で
円
滑

な
交
通
の
確
保
か
ら
︑
浸
水

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化

や
剥
落
が
見
ら
れ
︑
剥
落
に

よ
る
落
下
物
で
第
３
者
へ
の

被
害
防
止
の
た
め
補
修
を
し

た
︒
鉄
筋
等
構
造
物
の
補
修

と
︑
表
面
部
の
排
水
改
善
や

防
水
処
理
等
で
長
期
に
わ
た

る
機
能
保
持
を
し
た
︒

問

給
食
セ
ン
タ
ー
の
安
全
管
理
は

答

日
常
点
検
・
安
全
点
検
を
確
実
に
行
う

大
久
保
由
美
子
議
員

▲橋梁補修工事中の亀の甲橋

問

葬
祭
公
園
に
森
林
基
幹

道
﹁
九
千
部
山
横
断
線
﹂
か

ら
入
れ
な
い
の
か
。

答

基
山
町
林
道
管
理
条
例

に
よ
り
︑
道
路
を
接
続
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
多
額

の
工
事
費
を
伴
う
の
で
現
在

は
考
え
て
な
い
︒

ふ
る
さ
と
納
税
の
進
捗
状

況
は

問

過
去
３
年
間
の
実
績
は
。

答

平
成

年
度
は
６
件
︑

25

１
４
９
万
１
０
０
０
円
︒
平

成

年
度
は
３
件
の
１
１
０

26
万
２
０
０
０
円
︒
平
成

年
27

度
は
２
４
４
１
件
６
０
０
０

万
３
０
０
０
円
︵

月
末
現

12

在
︶
で
あ
る
︒

問

平
成

年
に
町
外
に
寄

26

附
さ
れ
た
税
収
減
額
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

町
外
へ
の
寄
附
に
伴
う

個
人
町
民
税
の
減
収
額
は
53

万
３
０
０
０
円
で
あ
る
︒

問

大
雪
に
よ
る
葬
祭
公
園

の
被
害
状
況
を
示
せ
。

答

倒
木
で
電
線
の
切
断
及

び
電
柱
の
破
損
︑
積
雪
に
よ

る
道
路
の
通
行
不
可
能
の
事

情
に
よ
り
︑
１
月

日
か
ら

25

日
に
か
け
て
葬
祭
公
園
が

29使
用
で
き
な
か
っ
た
︒

問

町
内
大
雪
の
被
害
に
つ
い
て

答

葬
祭
公
園
が
使
用
で
き
な
か
っ
た

木
村

照
夫
議
員

問

返
礼
品
で
人
気
の
あ
る

上
位
５
点
は
何
か
。

答

１
番
人
気
が
﹁
焼
豚

ラ
ー
メ
ン
と
カ
ッ
プ
麺
詰
め

合
わ
せ
﹂︑
第
２
位
が
﹁
巣
み

つ
﹂︑
第
３
位
﹁
人
気
カ
ッ
プ

麺
と
お
勧
め
ラ
ー
メ
ン
セ
ッ

ト
﹂︑
第
４
位
﹁
さ
が
ほ
の

か
﹂︑第
５
位﹁
い
ち
ご
大
福
﹂

で
あ
る
︒

問

寄
附
金
の
活
用
方
法
は
。

答

全
国
の
皆
様
に
︑
ふ
る

さ
と
納
税
で
そ
の
事
業
を
実

現
さ
せ
た
い
︑
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
こ

と
を
早
急
に
考
え
る
︒

町
の
農
業
と
観
光
の
展
開

は
ど
う
す
る
の
か

問

町
内
農
業
の
振
興
策
は

な
に
か
。

答

観
光
と
連
携
し
た
農
業

振
興
に
加
え
︑
中
山
間
地
域

の
所
得
確
保
に
は
施
設
園
芸

の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
︒

さ
ら
に
は
︑農
産
物
直
売
所
︑

農
産
物
加
工
所
及
び
観
光
農

園
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に

つ
い
て
は
︑
六
次
産
業
化
や

自
前
の
販
路
の
確
立
の
た
め

に
も
︑
同
時
に
検
討
し
て
い

く
︒

▲大雪で折れた電柱

問

利
用
者
状
況
は
。

答

３
件
の
届
出
が
あ
っ
た

が
︑
葬
祭
公
園
が
使
用
で
き

な
い
状
態
で
あ
っ
た
︒
近
隣

の
火
葬
場
を
案
内
し
た
︒
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議長交際費執行状況表（平成27年度１月〜３月）

御 祝

1/28〜29 議会運営委員会視察研修土産6,000

1147,000

接 遇

5

2/9〜10 広報広聴常任委員会視察研修土産6,000接 遇

89,294

支出の相手方及び行事名等支出金額（円)

累計額（円)

支出種別

1/9 日韓親善少年柔道大会歓迎レセプション6,000会 費

平成27年度基山経済クラブ会費24,000会 費

累計件数（件)合計額（円)

3/26 JAさが基山支所女性部総会

合計件数（件)

5,000

意見書等の結果

全議員
に配布

平成28年１月23日∼25日に掛けた大雪により被害を受けた農
業用施設に対して、国、県への働きかけは基より、基山町に
おける特例措置等の施策を講じていただくよう要望する。

平成28年１月23日∼25日大
雪被害に関する要請書

全議員
に配布

国・政府等関係機関に対し、脳しんとう及び軽度外傷性脳
損傷への対応を要請する意見書を提出することを陳情す
る。

軽度外傷性脳損傷・脳しんと
うの周知と予防、その危険性
や予後の相談の出来る窓口
などの設置を求める陳情

陳

情

内 容件 名 結 果区 分

基山町の公益に関する事柄について国会や関係行政庁に対して議会の議決に基づき意見書を提出すること
ができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

答

目
標
や
施
策
等
の
効
果

に
つ
い
て
外
部
委
員
に
よ
る

推
進
会
議
に
お
い
て
５
月
ま

で
に
行
う
︒

新
図
書
館
は
従
来
型
か
ら

ま
ち
づ
く
り
拠
点
型
へ

問

新
図
書
館
の
不
安
と
課

題
点
が
あ
れ
ば
。

答

内
覧
会
に
お
い
て
想
定

を
は
る
か
に
超
え
る
町
民
の

方
に
来
て
頂
い
た
︒
そ
の
期

待
の
高
さ
に
ど
れ
だ
け
対
応

で
き
る
か
が
不
安
な
点
で
あ

る
︒

問

開
館
時
間
が
案
で
は
９

時
か
ら

時
と
な
っ
て
い
る

18

が
、

時
か
ら

時
の
要
望

10

19

に
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

答

基
山
町
立
図
書
館
の
特

徴
の
ひ
と
つ
が
９
時
か
ら
10

時
の
来
場
者
が
多
い
こ
と
︒

こ
こ
は
大
事
に
し
て
い
き
た

い
︒

問

閉
館
日
は
相
変
わ
ら

問

今
年
度
、
実
施
し
て
き

た
地
方
創
生
先
行
型
の
今
後

の
方
向
性
は
。

答

町
内
事
業
者
の
販
路
・

顧
客
の
拡
大
︑
シ
ニ
ア
層
の

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
︑

今
後
も
継
続
し
て
取
組
む
︒

問

審
議
を
行
っ
た
積
算
根

拠
及
び
重
要
業
績
指
標
︵
Ｋ

Ｐ
Ｉ
︶
と
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
の
か
。

答

２
カ
月
程
度
の
積
算

だ
っ
た
︒
た
だ
︑
積
算
根
拠

は
最
初
と
最
後
で
違
っ
て
き

て
当
然
で
あ
る
︒
あ
る
程

度
︑
執
行
権
の
範
囲
内
で
任

せ
て
欲
し
い
︒

問

Ｋ
Ｐ
Ｉ
指
標
の
検
証

は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

問

地
方
創
生
に
か
け
る
意
気
込
み
は

答

不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
む

久
保
山
義
明
議
員

ず
、
毎
週
月
曜
日
と
な
っ
て

い
る
。
相
互
貸
借
し
て
い
る

鳥
栖
、
久
留
米
、
小
郡
も
月

曜
休
館
。
相
互
貸
借
の
相
乗

効
果
を
考
え
る
上
で
も
違
う

曜
日
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答

図
書
館
連
携
の
会
議
等

が
あ
る
場
合
に
休
館
日
は
統

一
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
︒

問

地
域
資
料
の
ア
ー
カ
イ

ブ
が
も
っ
と
も
大
事
な
役
割

に
な
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答

特
に
︑
古
文
書
や
古
地

図
︑
古
写
真
な
ど
劣
化
し
や

す
い
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
し
て
保
存
し
︑
後
世
へ

伝
え
る
こ
と
や
︑
デ
ジ
タ
ル

情
報
を
検
索
利
用
で
き
る
よ

う
に
検
討
す
る
︒

▲新図書館オープニングセレモニー



平成28年３月17

平成28年 第２回基山町議会定例会会期日程(案)

議案審議、委員会付託本会議木９

会期決定・提案理由説明等本会議水８

６

備 考議事内容曜日月

各常任委員会委員会金10

14

各常任委員会（調整）委員会月13

一般質問本会議日12

一般質問本会議土11

委員長報告、討論・採決本会議火

●
視
察
日
程

平
成

年
１
月

日
㈭
〜

日
㈮

28

28

29

○
視
察
先
及
び
視
察
目
的

⑴
佐
賀
県
伊
万
里
市

議
会
改
革
の
取
組
︑
議
会
定
数
見
直
し

の
経
緯

⑵
長
崎
県
諫
早
市

議
会
改
革
の
取
組
︑
議
会
基
本
条
例
制

定
の
経
緯

伊
万
里
市
議
会
議
長
の
議
会
改
革
に
か
け

る
熱
い
思
い
は
︑
市
民
の
付
託
に
応
え
た
い

と
い
う
こ
と
が
原
点
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
︒
以
前
は
県
下
で
も
先
進
的

な
議
会
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
伊
万
里
市
議

会
が
︑
議
会
基
本
条
例
に
取
り
組
む
の
が
遅

か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
︑
市
民
か
ら
議
員
定

数
削
減
の
要
求
が
で
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
議
会
改
革
も
議

員
一
人
一
人
の
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不

可
欠
だ
︒

諫
早
市
議
会
の
活
動
は
ま
さ
に
先
進
的
で

あ
り
︑
議
会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で
県

内
市
１
位
も
当
然
で
あ
ろ
う
︒
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
つ
い
て
は
基
山
町
議
会
も
導
入

を
検
討
し
て
い
る
︒
諫
早
市
議
会
の
よ
う
に

政
務
活
動
費
を
予
算
化
し
て
い
な
い
の
で
︑

し
っ
か
り
と
し
た
意
義
と
根
拠
︑
経
費
上
の

議
会
運
営
委
員
会

視
察
報
告

ま
た
︑
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
議
長
決

済
の
も
と
事
務
局
職
員
が
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
及
び
利
用
規
約
に
基
づ
き
投
稿
を
行
っ
て

い
る
︒

時
津
町
も
長
与
町
と
同
じ
く
︑
全
頁
フ
ル

カ
ラ
ー
で
対
応
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
発
刊
日

も
翌
月
第
３
金
曜
日
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ

る
︒
特
に
一
般
質
問
に
関
し
て
１
人
１
ペ
ー

ジ
と
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
︒
指
摘
を
受

け
た
よ
う
に
基
山
町
議
会
だ
よ
り
の
１
人
半

ペ
ー
ジ
は
窮
屈
だ
と
感
じ
る
こ
と
は
否
め
な

い
︒
議
会
全
体
の
報
告
と
議
員
個
人
の
報
告

で
あ
る
一
般
質
問
︑
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き

か
は
悩
ま
し
い
︒

今
回
の
視
察
は
内
容
的
に
非
常
に
充
実
し

た
も
の
と
な
っ
た
が
︑
今
後
︑
議
会
と
し
て

の
報
告
内
容
を
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
と

し
な
が
ら
も
︑
フ
ル
カ
ラ
ー
と
す
べ
き
か
︑

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
割
を
１
ペ
ー
ジ
と
す
べ

き
か
の
判
断
が
難
し
い
︒

ま
た
︑
今
回
の
視
察
で
︑
討
論
内
容
の
記

載
や
意
見
書
・
請
願
書
の
記
載
な
ど
︑
改
善

点
及
び
検
討
箇
所
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
︒

メ
リ
ッ
ト
を
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
︒

導
入
に
向
け
て
協
議
を
進
め
る
べ
き
だ
と
今

回
の
視
察

で
強
く
感

じ
た
︒

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

視
察
報
告

●
視
察
日
程

平
成

年
２
月
９
日
㈫
〜

日
㈬

28

10

○
視
察
先
及
び
視
察
目
的

⑴
長
崎
県
長
与
町

議
会
広
報
編
集
︑
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て

⑵
長
崎
県
時
津
町

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

長
与
町
は
︑
昭
和

年
か
ら
議
会
広
報
誌

63

に
取
り
組
み
︑
現
在
１
５
６
号
の
発
行
︒
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
奨
励
賞
受
賞
歴
が
あ

る
︒
特
筆
す
べ
き
は
︑
議
会
終
了
後
翌
月
の

第
３
水
曜
日
に
発
刊
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
︒
ま

た
︑
全
委
員
が
最
新
の
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
参
考
に
取
り
組
む
︒

▲時津町議会視察の様子

▲伊万里市議会視察の様子
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愛媛県・山口県の２町が基山町議会を視察
議会運営委員会

発行／基山町議会 編集／広報広聴常任委員会 〒841-0204佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666番地 ☎（0942）92-6543（議会事務局）

印刷／大同印刷株式会社 〒849-0902佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20 ☎（0952）71-8520㈹

大雪の影響がまだ残る１月27日、愛媛県松前町より議会運営委員会委員７人、２月１日には

山口県平生町より広報広聴特別委員会委員６人が、議会活性化を主テーマに視察に来られた。

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

新
町
長
へ
期
待

３
月
議
会
で
初
め
て
の
答
弁
を
直
接
聞

こ
う
と
、
い
つ
も
よ
り
多
く
の
傍
聴
の
方

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
議
員
か
ら
も
今
後

の
町
政
を
問
う
質
問
を
ぶ
つ
け
、
す
ぐ
に

す
べ
き
こ
と
が
何
か
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

町
民
の
方
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、

町
の
予
算
が
ど
う
使
わ
れ
、
今
ど
ん
な
施

策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
正
し
く
、

そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
を
第
一
に
考
え
編

集
に
努
め
ま
し
た
。

(
牧
薗
綾
子
)

▲庁舎、体育館、町民会館を情報発信基地に

委

員

長

久
保
山
義
明

副
委
員
長

松
石

健
児

委

員

河
野

保
久

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

牧
薗

綾
子

委

員

末
次

明

委

員

大
久
保
由
美
子

平成27年８月に行われた議会議員選挙は、町政発足60年で初めての無投票であったことから、議会の

活性化が急務ということでの今回の視察であった。

研修では、議会基本条例の制定に対する取組をどのようにしていくか、議会報告会等住民の意見収集

をどうするかの２点について意見交換がなされ、基山町にとっても意義深いものとなった。特に議会基

本条例の取組については、制定ありきではなくまず現状の議会運営の改革が大切であるという点が、松

前・基山両町の共通の認識であった。今後基山町の議会改革のなかで論議する時の参考にしていきたい。

松前町には平成25年の行政視察で当町の厚生産業常任委員会が研修を行ったこともあり、今後も様々

なことで意見交換ができればと感じた。

松前・平生の両町が共通して関心を示したのは、当町の一般質問についてであった。特に、

全員が質問・順番がローテーション・時間割りどおりの運営・質問内容等の全戸回覧に強い関

心をもたれていた。

両町との交流を通じて、基山町議会の良い面を垣間見ることができた視察対応だった。

愛媛県
松前町

どんなところ？

松山市に隣接し面積20.32㎢、人口約３万人のコンパクトな町。豊かな水資源を有し、農業・工
業・商業のバランスのとれた町として発展している。

研修では当町の休日議会・議会報告会の概要について、品川副議長及び久保山広報広聴常任委員長よ

り説明の後、意見交換を行った。

議会報告会の開催手順、特にワークショップ形式での意見交換を行ったとの説明には、真剣にメモを

とる委員の方が多数であった。又、休日議会にも関心が深いようで、開催に至った経緯・開催しての住民

の反響、傍聴者数について多くの質問があった。

議会だよりに関する意見交換のなかで「議案ごとに賛否を掲載しているが、議案はすべて一つずつ採

決するのか」といった質問があった。平生町では議案は一括採決を行っているという話を聞き、議会運

営も市町によっていろいろあるのだなと実感した。

山口県
平生町

どんなところ？

山口県の東南部、室津半島の西に位置する瀬戸内海性気候の温暖な町。面積は34.58㎢、人口は
約１万2500人。


